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【目的】現在、一般診断領域、治療の分野においては、繰量計校正のトレーサビリティ

体系が確立されている。しかし、マンモグラフィ領域は、校正場が数少なく、トレーサ

ビリティ体系が確立されていないのが現状である。撮影に用いられている乳房用 X線

装置では、安定性が不十分であり、精度を問われる繰量計校正の線源としては不向きで

ある。本論文では、マンモグラフィ領域の線量計を校正する目的で、自由空気電離箱を

試作し、良好な基準繰量計の確保と、校正場の獲得を目標とした。

【方法】試作自由空気電離箱は、対象エネルギー範囲を 10-25 keVと し、電極問距離
8.8cm、絞リー集電極問距離 10.5cm、入射絞 1.3cm φのタングステン合金、印加電圧

2 kV、有効電離体積 2.99 cm3と設計し、試作した。そして、試作した自由空気電離箱
の補正係数の評価を行つた。校正用線源は、照射条件を管電圧 30 kVと し、安定な工

業用 X線 発生装置のタングステン(可)ターゲットに付力ロフィルタを用いて、モリブデン

(Mo)ターゲットによるマンモグラフィ模擬線源を得る検討を行った。想定するモデル線

源のMOタ ーゲット/Moフ ィルタ(Mo/Mo)からスペクトルを算出し、そこからアルミニ

ウム仏1)減弱曲線を算出する。次にWタ ーゲット/Moフ ィルタ(W/Mo)の条件でスペク

トルを計算し、同様にAl減 弱曲線を算出し、両者の差の二乗和の最小値となるMoフ

ィルタの厚さを求める。その結果より、工業用 X線 発生装置にMoを 付加フィルタとし

て設置し、Al減弱曲線を測定し、計算との比較を行つた。

【結果】試作自由空気電離箱の評価の結果、補正係数を得ることができ、良好な基準線

量計として確保することができた。工業用 X線 発生装置に設定するMoフ ィルタは、計

算の結果、Moフ ィルタが 0.040mmに おいて Mo/MOと W/Moの 最小値を得た。この

結果からMo付 加フィルタを作成し、試作自由空気電離箱にて W/Moに よるAl減 弱曲

線を測定した。その結果、Moフ ィルタ0.04 mm、アクリル樹脂 4mmの 条件において
モデル線源と同等のスペク トルになる結果を得ることができた。

【考祭】 付加フィルタが薄いとWの L特 性 X線 の影響が出てくる。この対策として、

付カロフィルタとしてアクリル樹脂を入れることにより、Wの Lα線、Lβ繰を減弱させる
ことができ、Mo/Moに おけるスペクトルとの整合性がとれることが確認できた。

【結論】 試作自由空気電離箱は、マンモグラフィ領域で基準線量計として十分対応で

きることが証明された。校正用線源は、工業用X線 発生装置に付加フィルタMoO.04 mm、
アクリル樹脂 4mmを 設置することでマンモグラフィ模擬線源の獲得ができた。これよ

り、撮影に使用している線質による線量計の校正が可能であることが判明された。


